３．払込金額の払込
（１）自行払込

イ．概要

オンライン払込者店舗が２．により代金払込方法として「自行払込」を選択したオンライン新規記録等の電文を送信した場合には、当該オンライン払込者の払込金当座勘定引落先は、当座勘定特則に規定する支払の依頼として、発行日の午後３時までに、「払込ＯＫサイン」（業務処理区分コード721302）により、払込金額の払込を行うための電文を送信します。
当該払込金当座勘定引落先の属する金融機関等が振決参加者かつ担保差入金融機関等であり、新規記録が行われる国債が担保関係事務において担保として差入れることができる国債である場合には、「払込ＯＫサイン」において、同時担保差入を行う旨を指定することができます（注）。
（注）同時担保差入の対象となる国債は、当該振決参加者の参加者口座の種別名なしの種別の自己口Ⅰに新規記録が行われるもののみとします。

ロ．発行払込の実行

日本銀行は、オンライン払込者の払込金当座勘定引落先から「払込ＯＫサイン」を受信した場合には、遅滞なく、払込金当座勘定引落先に対し「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信するとともに、オンライン払込者が送信したオンライン新規記録等の電文の受信内容にもとづき、払込金当座勘定引落先の当座勘定からの払込金額の引落および国債の新規記録を行います。
また、払込金当座勘定引落先が「払込ＯＫサイン」において同時担保差入を行う旨の指定を行った場合には、日本銀行は、種別名なしの種別の自己口Ⅰに新規記録が行われた国債をオンライン払込者の担保として受入れ、これにかかる振替を行います。

日本銀行は、払込金当座勘定引落先の当座勘定が引落資金不足となる場合その他の発行払込を実行できない要因がある場合には、当座勘定からの払込金額の引落および国債の新規記録を行わず、当該払込金当座勘定引落先に対し「発行払込処理不能データ一覧」（7213-00700）を送信します。当該払込金当座勘定引落先は、当座勘定の引落資金不足その他の発行払込を実行できない要因の解消後、改めて「払込ＯＫサイン」の送信を行ってください。

日本銀行は、当座勘定からの払込金額の引落および国債の新規記録（上記の担保の受入およびこれにかかる振替を含みます。）を実行した後、払込金当座勘定引落先に対し「当座勘定引落通知（国債払込金）」（2111-01700）を送信します。
なお、日本銀行からオンライン払込者店舗等に対し送信する帳票は、（４）を参照してください。
（２）小切手による払込

オンライン払込者店舗が２．により代金払込方法として「小切手による払込」を選択したオンライン新規記録等の電文を送信した場合には、オンライン払込者は、発行日の所定の時刻までに、所管の日本銀行本支店の窓口で小切手により払込金額の払込を行います。
日本銀行は、小切手の受付後、遅滞なく、小切手の振出人の当座勘定から払込金額を引落すとともに、オンライン新規記録等の電文の受信内容にもとづき国債の新規記録を行います（注）。

（注）小切手による当座勘定からの払込金額の引落後、遅滞なく実行します。


日本銀行は、小切手の振出人の当座勘定に引落資金不足が発生している場合その他の発行払込を実行できない要因がある場合には、これに対応するオンライン払込者にかかる新規記録は行いません。

なお、日本銀行からオンライン払込者店舗等に対し送信する帳票は、（４）を参照してください。
（３）代行払込
非取引金融機関等のうち代行払込規則または代行払込規則（オンライン払込者以外の払込者分）に規定する代行払込依頼者（以下「代行払込依頼者」といいます。）は、入札発行、募集取扱発行または個人向け国債募集取扱発行の方法により発行される国債の払込金額を代行払込の方法により払込むことができます。


オンライン払込者である代行払込依頼者が代行払込の指定を行うに当たっては、払込金額の払込に関する事務を円滑に進めるため、その都度、代行払込に関する特約において指定した代行払込先の中から選択した代行払込先と十分に連絡をとってください。
代行払込先においては、イ．（イ）の「国債代行払込依頼通知」および同（ロ）の「国債代行払込依頼額取りまとめ通知」の受信の有無に注意するほか、これらを受信した場合には、当該通知の内容を十分確認したうえで以下の事務を取扱ってください。
イ．概要
（イ）「国債代行払込依頼通知」の受信

日本銀行は、代行払込依頼者が代金払込方法として「代行払込」を選択し、代行払込先の選択を行った場合（注１）（注２）には、当該代行払込先に対し「国債代行払込依頼通知」（7213-00100）を送信します。

なお、日本銀行は、代行払込依頼者が２．（２）により代金払込方法を「代行払込」以外の方法から「代行払込」に変更し、代行払込先の選択を行った場合においても、当該代行払込先に対し「国債代行払込依頼通知」（7213-00100）を送信します。

（注１）オンライン払込者である代行払込依頼者は、２．（１）のオンライン新規記録等において代金払込方法として「代行払込」を選択し、代行払込先の選択を行うことにより、代行払込の指定を行うことができます。
（注２）代行払込依頼者のうち代行払込の指定を行った者を「代行払込依頼元」といいます（以下同じです。）。
（7213-00100）
	国債代行払込依頼通知

代行払込先　　　           　　　　　　　　　　　　　（注１）
代行払込依頼元　           　　　　　　　　（注２）
取引実行日　　　        
代行払込金額　　                    円（注３）



（注１）代行払込先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等店舗名が表示されます。
（注２）代行払込依頼元の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。
（注３）代行払込金額（代行払込にかかる払込金額をいいます。以下同じです。）が表示されます。
（ロ）「国債代行払込依頼額取りまとめ通知」の受信

日本銀行は、発行日の前営業日の午後５時をもって代行払込依頼者からの代行払込の指定を締切ったうえ、選択された代行払込先に対し「国債代行払込依頼額取りまとめ通知」（7213-00300）を送信します。
（7213-00300）
	
国債代行払込依頼額取りまとめ通知

取引実行日　        
代行払込先　           　　　　　　　　　　　　　（注１）
代行払込依頼元　　銘柄　　　　　　　　　　　　　発行方法　　 代行払込金額（円）

（注２）

　           　　　             
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　                   
（注３）
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   
（注４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注５）
合計（　　 先） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   



（注１）代行払込先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等店舗名が表示されます。
（注２）代行払込依頼元の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。
（注３）代行払込依頼元ごとの代行払込金額の合計が表示されます。
（注４）代行払込依頼元の先数が表示されます。
（注５）全代行払込依頼元の代行払込金額の合計が表示されます。
（ハ）「代行払込ＯＫサイン」の送信

代行払込先は、「国債代行払込依頼通知」における取引実行日（発行日）の午後３時までに、「代行払込ＯＫサイン」（業務処理区分コード721401）により、払込金額の代行払込を行うための電文を送信します。

ロ．発行払込の実行

日本銀行は、代行払込依頼者からの代行払込の指定において選択された代行払込先から「代行払込ＯＫサイン」を受信した場合には、遅滞なく、代行払込先に対し「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信するとともに、代行払込先の当座勘定からの払込金額の引落および国債の新規記録を行います。
日本銀行は、代行払込先の当座勘定が引落資金不足となる場合その他の発行払込を実行できない要因がある場合には、当座勘定からの払込金額の引落および国債の新規記録を行わず、当該代行払込先に対し「発行払込処理不能データ一覧」（7213-00700）を送信します。当該代行払込先は、当座勘定の引落資金不足その他の発行払込を実行できない要因の解消後、改めて「代行払込ＯＫサイン」の送信を行ってください。
日本銀行は、当座勘定からの払込金額の引落および国債の新規記録を実行した後、代行払込先に対し「当座勘定引落通知（国債払込金）」（2111-01700）を送信します。
なお、日本銀行からオンライン払込者店舗等に対し送信する帳票は、（４）を参照してください。

ハ．代行払込に関する事項の変更にかかる取扱い
（イ）代行払込先の取扱い

代行払込先は、「国債代行払込依頼通知」により通知を受けた払込金額の代行払込を行わない場合（注１）には、「代行払込ＯＫサイン」の送信を行わず、代行払込を行わない旨を、当該代行払込にかかる代行払込依頼元および日銀当座勘定取引店（注２）に、発行日の午前１１時までに必ず連絡してください。

（注1） オンライン払込者以外の払込者から指定を受けた代行払込先は、原則として代行払込を行ってください。
（注2） 日本銀行本店に連絡する場合には、業務局国債業務課国債業務グループに行ってください。

（ロ）代行払込依頼元の取扱い

オンライン払込者である代行払込依頼元は、「国債代行払込依頼通知」の内容の変更（代行払込の指定の取消（注）を含みます。以下同じです。）を行う場合には、次のとおり取扱ってください。

なお、（イ）により代行払込先から代行払込を行わない旨の連絡を受けた場合には、遅滞なく、次のａ．またはｂ．により代行払込先の変更または代金払込方法の「小切手による払込」への変更を行ってください。

（注）代行払込先の変更または代金払込方法の「小切手による払込」への変更に伴い、変更前の代行払込先にかかる代行払込の指定が取消されます。

ａ．発行日の前営業日の午後５時までの間
「新規記録等訂正」における「全項目訂正」により、代行払込先の変更または代金払込方法の「小切手による払込」への変更を行うことができます。代金払込方法を「小切手による払込」に変更した場合には、発行日の所定の時刻までに、小切手により払込金額の払込を行ってください。
ｂ．発行日の前営業日の午後５時以後、発行日に代行払込先が「代行払込ＯＫサイン」を送信するまでの間
「新規記録等訂正」における「代金払込方法訂正」により、代金払込方法の「小切手による払込」への変更のみを行うことができます。代金払込方法を「小切手による払込」に変更した場合には、発行日の所定の時刻までに、小切手により払込金額の払込を行ってください。
日本銀行は、代行払込依頼元から「国債代行払込依頼通知」の内容の変更にかかる「新規記録等訂正」を受信した場合には、遅滞なく、オンライン払込者店舗に対し「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、その内容に応じて代行払込先に対し次の通知に関する電文を送信します。

①　代行払込先の変更が行われた場合

変更前の代行払込先に対し「国債代行払込依頼取消通知」（7213-00800）を、変更後の代行払込先に対し「国債代行払込依頼通知」（7213-00100）を送信します。

②　代金払込方法の「小切手による払込」への変更が行われた場合

変更前の代行払込先に対し「国債代行払込依頼取消通知」（7213-00800）を送信します。

（7213-00800）

	国債代行払込依頼取消通知　　＊＊＊依頼取消＊＊＊

代行払込先　　　           　　　　　　　　　　　　　（注１）
代行払込依頼元　           　　　　　　　　（注２）
取引実行日　　　        
代行払込金額　　                    円



（注１）代行払込先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等店舗名が表示されます。

（注２）代行払込依頼元の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

なお、やむを得ない事由によりａ．およびｂ．以外の「国債代行払込依頼通知」の内容の変更を行う必要が生じた場合には、直ちに所管の日本銀行本支店に連絡し、その指示に従ってください。
（４）発行払込実行通知等の受信
日本銀行は、（１）により払込金当座勘定引落先が送信した「払込ＯＫサイン」を受信した場合、（２）により小切手による払込金額の払込を受けた場合または（３）により代行払込先が送信した「代行払込ＯＫサイン」を受信した場合には、発行払込の実行後、そのオンライン払込者店舗に対し｢発行払込実行通知｣（7213-00400）および「発行払込実行通知」＜新規記録分＞（7213-00401）を送信します。また、受入先参加者が払込者と異なり、かつ、オンライン振決参加者であるときは、受入先参加者の振決出力指定店舗に対し「新規記録実行通知」（7213-00500）を送信します。

（7213-00400）

	発行払込実行通知

銘柄　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　
発行方法　　　  　　　　　　　　　　　　　
発行日　　　　        
払込者　　　　           　　　　　　　　（注１）
代金払込方法　 　　　　　　　　　

代行払込先　　           　　　　　　　　　　　　　（注２）
（注３）
払込金額　　　　　　　　　　　　　　　              円　　当座勘定取引通番　　　
応募払込代金　　　　　　　　　　　　              円（注４）
経過利子　　　　　　　　　　　　　　              円（注５）（注６）
（控除前経過利子）　　　　　　　　　              円（注７）
（控除前経過利子に対する税相当額）　              円（注７）
（経過利子追加払込金額）　　　　　　              円（注７）




（注１）払込者の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

（注２）代行払込先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等店舗名が表示されます。ただし、代金払込方法が「自行払込」または「小切手による払込」である場合には、項目名を含め、表示されません。

（注３）当座勘定取引における当座勘定取引通番が表示されます。ただし、代金払込方法が「小切手による払込」である場合には、項目名を含め、表示されません。
（注４）巻末の［参考］に掲載する発行払込に関する計算式により算出したものが表示されます。
（注５）新規記録が行われた銘柄が利付国債（個人向け国債を除きます。）の場合に限り、表示されます（それ以外の場合には、項目名を含め、表示されません。）。
（注６）巻末の［参考］に掲載する計算式により算出したものが表示されます。
（注７）新規記録が行われた銘柄が利付国債（個人向け国債を除きます。）の場合に限り、表示されます（（控除前経過利子）には経過利子と同額が表示され、（控除前経過利子に対する税相当額）および（経過利子追加払込金額）には「０円」と表示されます。それ以外の場合には、項目名を含め、表示されません。）。これらの項目は使用しません。
（7213-00401）

	
（新規記録）
発行払込実行通知
銘柄　　　            　　　　　　　　　　　　　　
発行方法　  　　　　　　　　　　　　　
発行日　　        
払込者　　           　　　　　　　　（注１）
参加者　　           　　　　　　　　（注２）
種別　　　　　　　　　 口座区分　　　　 額面金額（円）　　　　国債残高（円）　  国債処理番号　受付番号

（注３）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（注４）　（注５）          （注６）
　  　　　　　　　　　　  　　　　　　                   　                       　　      　　　　          
合計　　　　　　　　　　　　　　　　                   



（注１）払込者の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

（注２）受入先参加者の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。ただし、払込者が振決参加者である場合には、項目名を含め、表示されません。

（注３）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注４）新規記録による受入（同時担保差入が行われた場合には、新規記録による受入および担保差入による払出）後の払出可能国債残高が表示されます。

（注５）国債振替決済関係事務における国債処理番号が表示されます。同時担保差入が行われた場合には、新規記録による受入および担保差入による払出により、２番加算されます。
（注６）国債振替決済関係事務における受付番号が表示されます。
（7213-00500）
	
新規記録実行通知

銘柄　　　            　　　　　　　　　　　　　　
発行方法　  　　　　　　　　　　　　　
発行日　　        
払込者　　           　　　　　　　　（注１）
参加者　　           　　　　　　　　（注２）
種別　　　　　　　　　 口座区分　　　　 額面金額（円）　　　　国債残高（円）　  国債処理番号　受付番号

（注３）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（注４）　（注５）          （注６）

　  　　　　　　　　　　  　　　　　　                   　                       　　      　　　　          

合計　　　　　　　　　　　　　　　　                   




（注１）払込者の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

（注２）受入先参加者の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

（注３）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注４）新規記録による受入後の払出可能国債残高が表示されます。

（注５）国債振替決済関係事務における国債処理番号が表示されます。

（注６）国債振替決済関係事務における受付番号が表示されます。
また、日本銀行は、（１）により払込金当座勘定引落先が送信した「払込ＯＫサイン」を受信した場合において、同時担保差入が行われたときは、発行払込の実行後、そのオンライン払込者店舗に対し「発行払込実行通知」＜担保差入分＞（7213-00402）を送信します。

（7213-00402）
	（担保差入）

発行払込実行通知
銘柄　　　　            　　　　　　　　　　　　　　
発行方法　　  　　　　　　　　　　　　　
発行日　　　        
払込者　　　           　　　　　　　　（注１）
差入人　　　           　　　　　　　　　　　　　（注２）

担保余裕額　                        円（注３）

受付番号　　　参加者　　　　　　種別　　　　　　　口座区分　　担保差入金額（円）　与信・担保受付番号
　　　　　　            　　　　 00　　　　　　　 01　　　　　　　　　　（注４）　（注５）
          　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　自己口Ⅰ　　                   　　        

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    



（注１）払込者の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

（注２）払込金当座勘定引落先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等店舗名が表示されます。

（注３）担保差入および当座勘定の引落後の担保余裕額が表示されます。

（注４）種別名なしの種別の自己口Ⅰに新規記録が行われた国債の額面金額と一致します。
（注５）担保関係事務における与信・担保受付番号が表示されます。

共通受付済応答


利用細則


（共通事務）


第１編Ⅲ.２．参照








引落資金不足


利用細則


（当座勘定取引）


第１編Ⅰ.９．参照





引落資金不足


利用細則


（当座勘定取引）


第１編Ⅰ.９．参照





共通受付済応答


利用細則


（共通事務）


第１編Ⅲ.２．参照








引落資金不足


利用細則


（当座勘定取引）


第１編Ⅰ.９．参照





共通受付済応答


利用細則


（共通事務）


第１編Ⅲ.２．参照








当座勘定取引通番


利用細則


（当座勘定取引）


第１編Ⅰ.４．参照








払出可能国債残高


利用細則（国債振替決済関係事務）


第１編Ⅰ．参照








国債処理番号


利用細則


（国債振替決済関係事務）


第１編Ⅰ.５．参照








受付番号


利用細則


（国債振替決済関係事務）


第１編Ⅰ.４．参照








払出可能国債残高


利用細則（国債振替決済関係事務）


第１編Ⅰ．参照








国債処理番号


利用細則


（国債振替決済関係事務）


第１編Ⅰ.５．参照








受付番号


利用細則


（国債振替決済関係事務）


第１編Ⅰ.４．参照








担保余裕額


利用細則


（担保関係事務）


第１編Ⅳ.参照








与信・担保受付番号


利用細則


（担保関係事務）


第１編Ⅰ.７．（１）参照











－ 1-4-3-1 －

